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沖 本さんは高校卒業後、大阪府
内で８年間の工務店勤務の後

に独立し、主に建売会社の下請けの大
工として仕事をしていた。取引先の数
も仕事量も安定していたが、ある日、
たまたま田舎の大きな住宅で、骨太な
無垢の構造材による上棟の現場のサ
ポートに入った時、それまで見たこと
もなかった、大工の手でかんな削りさ
れたヒノキの柱に衝撃を受けたとい
う。「それまで集成の柱しか扱ったこと
がなかった。『ああ、木だ。すごいな、
いいなあ』としみじみ感じた」と当時を
思い出す。

㐂
き さ ぶ ろ う

三郎 
［大阪府能勢町］

　そこから、“本物の木”と向き合って
仕事をしていきたいという衝動を抑えき
れず、仕事の確保には不安はあったも
のの、無垢の構造材による家づくりを手
がける工務店からの仕事にシフトして
いった。「今では、木が大好きだから、常
に木に触れ、木を扱う仕事をしていたい
から大工をしている」と沖本さんは語る。

木のストーリーを感じて  
施主と共に聖地・吉野巡礼
　沖本さんは、木と山、林業について
製材所や林業家、原木の市場などを訪
ね歩きながら独学で学んだ。「誰かが
言うことをうのみにするのではなく、
自分の目で見て耳で聞いて知りたかっ
た」。森林や林業が置かれている厳し
い市場環境といった話も、もちろん興
味深くはあったが、「それよりも山で味

噌汁をつくって食べるといったこぼれ
話や、かつて人の命よりも先祖から受
け継いできた木の方が大事にされてい
たといったリアルな昔話がすごく面白
くて、むしろそういった話を通じて、そ
こに携わる人たちの想いを感じられ
た」と沖本さんは話す。
　㐂三郎の家づくりは、建築家・設計
事務所と林業家、製材所のチームで進
める。メインの構造材には、国内林業
の聖地とも言われる奈良県吉野地方
のスギ・ヒノキを用いるが、着工の前に
は必ず、施主の家族や関わる建築士と
ともに同地方の森林、林業の現場を訪
れる。沖本さんは「どんな山から、どん
な人たちによってどんなふうに木が伐
り出されてくるか、携わっている人た
ちの顔を見て話を聞き、ストーリーを
体感してほしい」と想いを語る。
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㐂三郎の広大な加工場。常に数十種類の樹種の木材がストックされている

左：「常に新しいことにトライしたい」と考える沖本さんは、仕口や継手も伝統に
甘んじることなく独自に進化させている 
右：大工がフィンガージョイント加工を施した壁板。年月を経ても美しさを損な
わないようにするための大工ならではの仕事だ

木の魅力を最大化する
ため、チョウナなど伝統
的な大工道具も当たり前
に使用

ドイツを訪れ現地の職人と
コラボして木組みをつくる
沖本さん。「木と施工につい
て熟知している自分だから
こそできるデザインの領域
を広げていこう」という意欲
を強くした
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沖本 雅章 おきもと まさあき

大阪府出身、43歳。工業高校の建築科を卒業
後、大工見習として工務店に入社。2006年に一
人親方として独立。2017年に大工工務店「㐂三
郎（きさぶろう）」設立。社名は、建築が好きで木
が好きで子どもが好きな設計士の父・喜三郎さ
んの名前が由来。一級建築木工技能士。４年前
に移住した能勢町で奥さんとともに、３人の子
育てに奮闘中。趣味はバスケットと料理。
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木と“対話”する  
天然乾燥材を手刻みで
　新築は全て、墨付け・手刻みの伝統
的な大工の技術によって加工した天然
乾燥材でつくる。手刻みを貫く理由に
ついて沖本さんは「合理的ではないか
もしれないが、木をリスペクトする自
分にとっては自然なやり方だし、骨身
を削るからこそ良いものができるので
はないか」とし、「手仕事だからこそ、
木の質感をダイレクトに感じ取り適材
適所で無駄なく使うことができる。何
よりも自分は、手刻みでなければ気持
ちが入らない」と訴える。天然乾燥し
た木材にこだわる理由については「高
温乾燥材を扱ったこともあるが、パサ
パサで『木の個性が死んでしまってい
る』と感じた。木との“対話”ができな
かった」と独特の言葉で説明する。
　建築家や設計事務所とのコラボを
基本としているが、軸組に関しては沖
本さんが図面を描く。「在来工法の軸
組は、木の特性を生かした理に適った
組み方があり、それは自分で考えたい。
軸組と刻むことは一体的に検討するの
が構造的にベスト」。沖本さんが導き
出す木の特性を考慮した軸組（構造）
については、打ち合わせを重ねるうち
に建築家・設計事務所、構造設計事務
所も理解を示し、組み上がってみれば
「なるほど」と感心してくれることも多
いという。木について熟知し、高い大
工技術を備えている㐂三郎に対し、建
築家・設計事務所側から施工依頼をし
てくるケースも少なくない。
　構造だけでなく、あらゆる部分で使
用する木材にこだわっている。例え
ば、最近、施主から好評で定番となっ
ているのが３寸角のスギの赤身材でつ
くるウッドデッキだ。芯去りの角材を
釘を使わずに下から栓で止めてつく
る。表面は柾目で統一し、無塗装で仕
上げる。「芯去り材は水が抜けやすく

濡れても乾きやすいため耐久性が高
い。無塗装で無垢スギ材の柾目の気持
ちのいいデッキは、子どもたちが安心
して素足で遊べる家族のお気に入りの
場所になる」という。
　外壁に用いるスギ板も無垢の質感
を最大限に生かすため無塗装で仕上
げる。その分、施工に際しては細心の
注意を払う。自社の大工が加工場で板
材１枚１枚にフィンガージョイント加
工を施したうえで施工。沖本さんは
「こうすると、つないだ板材が連動して
動くため、反りやねじれが出たとして
も影響を最小限に抑えることができ
る」とし、「自然のもの（無垢材）を自然
（無塗装）に使うからワイルドになって
いくのも仕方ないというのでは大工の
名が廃る。無垢の木が時を経て変化し
ていったとしても、美しさが損なわれ
ないような仕事をするのが大工の腕」
と矜持を語る。

“コミュニティ大工”の  
活動領域も広がる
　「木も好きだが、子ども大好き」と笑
う沖本さんは、奥さんとともに小学生
から幼稚園までの男女３人の子どもを
育てる。４年前に自然豊かな伸び伸び
した環境で子どもたちを育てたいと家
族で能勢町に移住した。住居として、
田んぼと栗の木の畑と一緒に古民家を
購入。現在、忙しい仕事のすき間を見
つけながら、リノベーション中だ。施
主の家族やコラボする建築士と田植え
や栗拾いを楽しむこともある。同世代
の移住者がブックカフェを開業するた
めに取得した民家のリノベを手がけた
り、地元の幼稚園が地元の山の木を伐
採してつくるウッドデッキの施工を
ワークショップ形式で行ったりと“コ
ミュニティ大工”としての活動領域も
広がっている。
　沖本さんは、自身と同じ子育て世代

㐂三郎が手がけた住宅の事例。室内も外部も木の魅力を最大限に引き出すことに徹底的にこだわっている

㐂三郎の店舗リノベーションの施工事例。木の扱い方や施工技術が評判を呼び、大阪や京都などの都市部の建築家からコラボの依頼が舞い込む

の家族に、「子どもの感性を養うような
木の家を届けていきたい」と強く願う。
数年前につくった施主家族では、子ど
もが家に“きっくん”ていう名前を付
けてくれたという。沖本さんは「引き渡
し日の１年後には、きっくんのために
バースデーケーキを用意して家族で
誕生日を祝ってくれたり、家を乱暴に
扱ったりしたら、お母さんが『きっくん
悲しいよ、泣いちゃうよ』と伝えたり。
そんな家で育つ子どもって、きっとす
ごく感受性の豊かな子になると思うん
ですよね」と目を細める。そうしたもの
こそが「自分たちがつくる木の家の本
質的な価値」と沖本さんは考える。

信頼を寄せる仲間と  
さらに高みを目指す
　今後も、そんな家を届けながら、「大
工としてのデザイン力を磨いていきた
い」と意欲を見せる。11月に10日間ほ
ど、ドイツを訪れ、現地の職人たちと
交流を深めながら、一種のアート作品
として自身がデザインした小屋組みを
共につくったことが、大きな刺激に
なった。「木とその施工方法を知り尽く
した自分にしかできないデザインの領
域がある」と強く感じたという。一心
同体のパートナーとして信頼を寄せ、
一緒に汗を流す小坂英彰さん（42歳）
と村田晃二さん（37歳）の２人の大工
仲間と高みを目指す。「大工にとって
大事なものは継承しながらも伝統や歴
史に甘んじたくはない。常に新しいこ
とに挑み、新しいものをつくりたいと
思っている」と力を込める。

施主の子どもが「きっくん」と名
前を付けてくれた住宅。沖本さ
んは「子どもの感性を養う木の家
づくり」を大切にしている。子ど
もたちが自然に裸足で遊びたく
なる無塗装の仕上げのウッドデ
ッキは、家族のお気に入りの場
所になる

能勢町の自宅を購入した際に「セットで付いてき
た」という田んぼや栗畑で、施主家族らと一緒に
田植えや栗拾いを楽しむ

施主や建築家と木材を調達している奈良県吉野
地方を訪れる。「自分の家の木が、どこからどのよ
うに誰によってつくられているかのストーリーを
知ってほしい」と沖本さん


